






 

目的 

HBs 抗原陽性の母親から生れた児の予後を,昨年につづいて検討した。児の奇型,

出生時の状態,その后の成長と発育,肝炎罹患状況について,臨床的観察と追跡

調査を行なった。肝障害を有する母親についても検討し母体側の反応の差が,

児に及ぼす影響についても検討した。姙婦の 1～2%が carrier であること,欧米

では姙婦の急性肝炎が vertical transmission の主な原因と考えられているこ

とから,こうした点の解明が今後の予防対策の手がかりとなると考えた。 


